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皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

昨
年
わ
が
国
は
、
未
曾
有
の
大
災
害
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
。
復
旧
・
復
興
へ
の
営
み
が
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
被
災
地
の
復
興
が
円
滑
に
進

む
こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。
他
方
、
世
界
に

目
を
向
け
る
と
、
欧
州
を
中
心
と
す
る
経
済
の

混
乱
が
生
じ
て
い
ま
す
。
日
本
の
そ
し
て
世
界

の
先
行
き
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

国
内
で
は
、
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、

医
療
体
制
に
も
変
化
が
求
め
ら
れ
、
医
療
を
取

り
巻
く
環
境
も
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
ど

も
は
病
院
理
念
の「
心
あ
る
医
療
」の
実
践
に
努

め
、「
選
ば
れ
る
病
院
・
信
頼
さ
れ
る
病
院
」と
な

る
べ
く
一
層
の
努
力
を
し
て
参
り
ま
す
。

　

当
院
で
力
を
入
れ
て
い
る
も
の
の
一
つ
に「
が

ん
診
療
」が
あ
り
ま
す
。
予
防
か
ら
緩
和
ま
で
の

す
べ
て
の
局
面
に
わ
た
り
、
あ
た
た
か
い
医
療

を
提
供
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
が
、

そ
の
実
績
を
評
価
さ
れ
、
平
成
22
年
度
に
東
京

都
認
定
が
ん
診
療
病
院
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
も
引
き
続
き
体
制
の
整
備
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
23
年
度
に
は
放
射
線

治
療
機
器
の
更
新
を
行
い
、
本
年
４
月
よ
り
運

用
を
開
始
し
ま
す
。
放
射
線
治
療
は
、
が
ん
の

治
療
法
の
う
ち
手
術
療
法
、
化
学
療
法
と
並
ん

で
重
要
な
も
の
で
す
。
患
部
へ
集
中
的
に
放
射

線
を
照
射
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
定
位
放
射
線

治
療
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
精
密
で
効
率

的
な
治
療
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

病
院
長

渡
辺　

憲
明

　

そ
し
て
、
本
年
５
月
に
は
電
子
カ
ル
テ
を
導

入
し
、
デ
ー
タ
の
共
有
、
診
療
の
効
率
化
を
図

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
新
し
い
も
の
を
取
り
入

れ
な
が
ら
、
診
療
科
や
職
種
の
間
に
垣
根
の
な

い
当
院
の
特
色
を
生
か
し
、
今
後
も
良
質
な
医

療
が
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

さ
て
、
ご
存
知
の
と
お
り
、
平
成
20
年
に
北

里
研
究
所
と
北
里
学
園
と
の
統
合
が
行
わ
れ「
学

校
法
人
北
里
研
究
所
」と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て

現
在
、
学
校
法
人
北
里
研
究
所
で
は
平
成
24
年

の
北
里
大
学
50
周
年
、
平
成
26
年
の
北
里
研
究

所
100
周
年
に
向
け
、
周
年
事
業
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
北
里
柴
三
郎
展
の
開
催
を
は
じ
め
と
し

て
、
白
金
キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
、
記
念
行
事
の

開
催
な
ど
が
今
後
順
次
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
を

機
に
北
里
研
究
所
病
院
を
軸
に
東
洋
医
学
研
究

所
と
連
携
し
統
合
医
療
の
推
進
を
図
り
、
臨
床

薬
理
研
究
所
と
も
共
同
し
臨
床
研
究
の
さ
ら
な

る
発
展
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
皆
様
に「
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
病

院
」を
目
指
し
進
ん
で
い
く
こ
と
を
お
約
束
す
る

と
と
も
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
で

あ
る
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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新
年
の
ご
挨
拶

　

感
染
症
の
発
病
は
、
原
因
と
な
る
病
原
体
の
病
原

性（
毒
力
）と
そ
れ
を
身
体
に
取
り
込
ん
だ
人
の
抵
抗

力（
免
疫
力
）
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
関
係
し
て
い
ま
す
。

食
中
毒
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
病
原
体
は
健
康
な
人

に
病
気
を
起
こ
す
病
原
性
を
も
っ
て
い
ま
す
。
病
原

性
が
弱
い
微
生
物
は
健
康
な
人
に
害
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
ひ
ど
く
免
疫
力
が
落
ち
て
い
る
人
や
ご
高
齢
者

で
は
重
い
感
染
症
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

病
原
体
が
人
の
身
体
に
感
染
症
を
ひ
き
お
こ
す
に

は
、
あ
る
程
度
の
量
が
必
要
で
す
。
食
中
毒
を
例
と

す
れ
ば
、
赤
痢
菌
や
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
で
10
個
、
Ｏ-

157

な
ど
の
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
で
100
個
、
サ
ル
モ
ネ
ラ

菌
で
100
万
個
と
差
が
あ
り
ま
す
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は

少
量
で
も
健
康
な
人
に
容
易
に
病
気
を
起
こ
す
毒
力

を
も
つ
の
で
す
。
ま
た
、
同
じ
量
の
病
原
体
が
身
体

に
入
っ
て
も
、
成
人
と
比
べ
て
子
供
や
ご
高
齢
者
で

は
症
状
が
重
い
こ
と
が
あ
り
、
感
染
症
の
発
病
が
、

病
原
体
の
病
原
性
と
個
人
の
抵
抗
力
の
バ
ラ
ン
ス
に

因
る
こ
と
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。

　

感
染
症
の
予
防
は
、
こ
の
バ
ラ
ン
ス
関
係
を
ふ
ま

え
る
と
、
①
感
染
症
を
起
こ
す
量
の
病
原
体
を
身
体

に
入
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
②
自
分
の
身
体
の

抵
抗
力
を
高
め
る
こ
と
、
の
２
つ
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ら
ば
、
ウ
イ
ル
ス
を
身
体
に
入
れ

な
い
よ
う
に
２
枚
貝
の
摂
取
を
避
け
た
り
、
き
ち
ん

と
加
熱
調
理
す
る
こ
と
が
有
効
な
予
防
法
で
す
。
ワ

ク
チ
ン
な
ど
で
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
抵
抗
力
を

高
め
る
方
法
は
な
い
の
で
、
極
力
身
体
に
入
ら
な
い

よ
う
注
意
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
な
ら
ば
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
し
て
抵
抗
力
を
高
め

る
こ
と
が
良
い
予
防
法
で
す
。
個
人
差
は
あ
り
ま
す

が
、
ウ
イ
ル
ス
が
身
体
に
入
っ
て
も
あ
る
程
度
の
防

御
が
期
待
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
ワ
ク
チ
ン
だ
け
で

は
感
染
を
完
全
に
防
げ
な
い
の
で
、
流
行
期
は
人
ご

み
を
避
け
た
り
、
う
が
い
や
手
洗
い
を
丹
念
に
行
っ

た
り
、
ウ
イ
ル
ス
が
で
き
る
だ
け
身
体
に
入
ら
な
い

方
法
を
心
が
け
、
感
染
予
防
を
補
強
し
ま
す
。

　

医
療
が
進
歩
し
て
良
い
抗
生
物
質
が
開
発
さ
れ
て

も
、
感
染
症
の
病
原
微
生
物
を
永
久
に
屈
服
さ
せ
る

こ
と
は
不
可
能
で
す
。
感
染
症
対
策
は
治
療
の
前
に

予
防
が
大
切
な
の
で
す
。

感
染
症
予
防
の
お
話
〜
病
原
性
と
抵
抗
力

感
染
管
理
室　

草
次　

か
お
り

（
感
染
管
理
認
定
看
護
師
）



患者さま
ご家族
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化学療法　大作　昌義（化学療法科部長）

局所療法　中野　雅（内視鏡センター長）

がん相談　荻原　修代（看護師長/がん看護専門看護師OCNS）

北里研究所病院は、「東京都認定がん診療病院」に認定されています。 腫瘍センター長　山田　好則

手術療法　入江　啓（中央手術センター長）

放射線療法　矢内原　久（放射線科部長）

免疫療法　鈴木　幸男（研究部長）

緩和ケア　竹下　啓（総合内科部長）

　今、化学療法の世界は、急速に様変わりしています。毎日世界
で化学療法によって恩恵を受ける人々の輪が広がっており、カレ
ンダーをめくる様に、新しい抗癌剤が生まれ、治
療の可能性が豊かになっています。
　実は、日本の抗癌剤の歴史は、北里の歴史でもあ
ります。北里研究所の所長であった秦藤樹博士は、
抗がん作用をもつ抗生物質のマイトマイシンを発見
し、その後の輝かしい歴史を切り開きました。
　以前恐れられていた白血病は完治する病気の仲
間入りをしました。そして、今まで効き目がはっ
きりとは見えづらかった固形がんでも、効果が目

に見える形で示され、寿命が日に日に延びています。手術前の抗が
ん剤の投与で胃がんが縮小したり、大腸がんの肝転移が縮小して、
それぞれ根治切除が可能になります。また、肛門近くの直腸がん
が縮小して人工肛門にならずに済み、乳がんでは、乳腺の温存手
術が可能になるなど、化学療法の恩恵を受ける事が
できる時代に、我々は生きているのです。当院
では、これらの治療が、効果的にかつ安全に
できるように、風通しの良い大きなチーム
を作って、がんの征圧と共に皆様の健康の
増進を願いつつ、日々努力しております。

　手術、放射線療法を除くがん局所療法としては、
消化器がんの内視鏡治療がまず挙げられます。検
診の普及で早期発見が進んだ胃がんなどに対して
は内視鏡的粘膜切除術（EMR）の他、内視鏡的粘
膜下層剥離術（ESD）がここ数年で普及し、数セ
ンチ大の病変でも切除が可能になりました。肝臓
がんに対しては、病変の個数や大きさなどに応じ
てラジオ波焼灼療法（RFA）、経皮的エタノール注
入療法（PEIT）、肝動脈化学塞栓療法（TACE）と
いった治療法が選択されます。RFAとPEITはエ
コーで確認しながら経肝臓的に病変に対して針を
挿入し、熱やアルコールによりがんを壊死させる

治療法です。TACEは放射線科医が脚の付け根の
動脈から肝臓の病変までカテーテルを挿入し、
抗癌剤と塞栓物質を注入する治療法です。
　以上に加え、内視鏡はがんの症状緩和
にも応用されます。膵がんや胆管がん
で黄疸のある症例に対して、閉塞し
た胆管にステントを挿入して黄疸を
軽減したり、膵がんの十二指腸浸潤、
食道がんや直腸がんによる狭窄に対
する金属製ステントの挿入により、通
過障害の改善を図ることもできるよう
になりました。

　がん相談窓口では、院内と院外のがん患者さ
まとそのご家族、地域にお住まいの方及び医療
機関等からのご相談を承っております。がん相
談窓口を担当する職員は、多職種で構成されて
います。看護師、ソーシャルワーカー、医療連
携担当の事務職、医師、薬剤師、管理栄養士等
です。適切な職種が、ご相談の内容を一緒に考
えてまいります。
　がん相談（平成22年度は246件）の４割が患者
さま自身、５割がご家族からのものです。他の
医療機関におかかりの方からのご相談が約半数
を占めています。ご相談内容は多岐にわたりま

す。おもな内容は、先進医療等の治療に関する
もの、症状や治療の副作用に関するもの、在宅
医療や緩和ケア、介護に関するもの、医療費や
就労に関するもの、精神面に関するもの、医療
者・患者さま・ご家族の間のコミュニケーショ
ンに関するものなどです。
　ご来院の場合は、病院１階総合案内カウン
ターにお声かけください。お電話の場合は、
03－3444－6161（代表）におかけいただき、
交換手に「がん相談窓口」とお伝えください。祝
日を除く月曜日から金曜日：9時から17時の間
でお受けしております。

　東京都がん診療病院の認定は、手術療法、化学療法、放射線療法のがん
３大療法に加え、北里柴三郎の精神を受け継いだ予防医学、先進医療の指
定を受けている免疫療法、さらには緩和ケア、在宅医療等までも含めた幅
広くかつ一貫した当院のがん診療への取り組みが評価されたものです。こ
の認定を機に、当院はがん診療を大きな柱と位置付け、平成21年に創設さ
れた腫瘍センターが中心となって一層充実したがん診療の体制を作ること
といたしました。具体的には、当院のがん診療の基本方針を、「患者さまひ
とりひとりの病状や気持ちにも配慮しながら、その時点でもっとも優れて
いると認められる医療（標準医療）を行うこと」と定めました。来る平成24
年４月には、従来の機器を一新して、最新の機能をもった放射線治療装置
が導入されることになっています。
　従来より、北里研究所病院では、病院理念「心ある医療」のもと、手術等
の急性期の診療を中心としながら、予防・検診から緩和ケアに至るまでの
医療を行うことを目指してきました。診療科相互の連携と、医師、看護師、
薬剤師等多くの職種が一致して患者さまに向き合うチーム医療の精神を私

たちは大切にしています。がんの診療においては、このように病院が一体
となって、患者さまとともに病気と向き合うことが特に重要であり、さま
ざまな治療やケアの場面でこの精神が活かされています。
　もっとも大切な治療方針の決定には、最適な医療が患者さまに対して行
われるよう、がん診療に精通したがん治療認定医師・がん専門看護師・が
ん専門薬剤師等からなる検討会が定期的に催されています。また、医師会
診療所等と連携して、長期間にわたり地域で患者さまをケアすることがで
きるように努めています。東京都認定がん診療病院は、日常のがん診療に
加え、わが国全体のがん診療の質の向上に貢献することを求められており
ますが、当院はこのため、セカンドオピニオンやがん相談を幅広く受け入
れるほか、がん登録事業を推進し、また地域の皆さまに向けた講演会や医
療者向けの研修会、さらには臨床試験を含むがんの研究活動をこれまで以
上に充実させることにより、この重要な社会的使命に応えていこうと考え
ています。

　多くのがんにおいて、手術療法がその標準治療になっています。
特に、早期発見されたがんに対しては、手術による病巣摘除で根治
させることが可能となります。すなわち、がん治療の第一原則は、
早期発見・早期治療であります。早期がんに対する手術療法は、低

侵襲性（身体への負担の少ない方法）、機能温存（従来ある身
体機能を失わない方法）を重視した方法が開発されてき
ました。その代表的なものが、腹腔鏡や胸腔鏡による
手術です。当院では、平成19年に内視鏡手術センター

を設立し、鏡視下手術にかかわる多くの診療科やスタッフが協力し
合いながら、安全で確実な手術が行える体制を確立しています。現在、
肺がん、消化器がん、泌尿器がん、婦人科がんなどの多くの疾患に
対する内視鏡手術が可能となっています。もちろん従来から行われ
ている、開腹・開胸手術（拡大手術）が適応となることも少なくなく、
それぞれの病状に合った最適な治療方法が選択されています。
　中央手術センターでは、数多くの手術が日々行われていますが、
安心して確実な手術を受けていただけるよう心がけています。

　放射線療法は、手術療法、化学療法とともに、
がんの治療の中で重要な役割を果たして
います。
　放射線療法の適応は、治癒を目的と
した根治的治療から、症状を緩和し
て患者さまの生活の質を回復、維持
する緩和的治療まで多岐にわたりま
す。また手術療法や化学療法等との
併用は、より優れた治療効果をもた
らします。当院では、患者さまが最適

な治療をうけていただくために、平成24年４月より
最新型の放射線治療システムを導入します。新しい
放射線治療装置の特徴は、できるだけがん病巣のみ
に放射線を照射し、周囲の正常組織へ照射される放
射線量を少なくすることにより、副作用が軽減され、
より効果的ながん治療が行えるようになることです。
これは臓器を温存したまま治すことができること、そ
して通院治療が可能であることなどの放射線治療の
長所がこれまで以上に生かされることになります。

　私たちの体には元来、免疫という防御シス
テムがあり、異物を排除する機構が備わって
います。最近、私たちの体に発生する「がん」
についてもある程度、このような機構がある
ことがわかってきました。これをうまく応用
した治療法が「がん免疫療法」であり、がん治
療の３大療法に加え、第４の治療法として注
目されています。
　がん免疫療法は歴史が浅く、発展中の治療
法であり、すべてのがんに効果があるとは限
りません。すでに大きくなったがんや、進行
の早いがんには、その治療効果を十分に発揮
することが難しい場合もあります。しかし、

ある種のがんに対しては延命効果があり、ま
た副作用も少ないことがわかってきました。
　現在、当院で行われているがん免疫療法に
は、血液中のリンパ球を取り出し、ある特殊
な方法を用いて試験管内でリンパ球を活性化
させて生体内に戻す方法と、自己の腫瘍を用
いてリンパ球を活性化させる活性化自己リン
パ球移入療法があります。いずれも自由診療
ですが、後者は特異的がん免疫療法として、
平成19年に厚生労働省より先進医療の認定を
受けました。当院はこれからも科学的根拠に
基づいた集学的治療の一環としてがん免疫療
法をさらに推進していきます。

　緩和ケアは、がんと診断されたときから始まります。患
者さまがよりよく生き、そのひとらしく生活するのに重
要なケアです。北里研究所病院では、緩和ケアチームが
中心となって、緩和ケアを推進しています。緩和ケアチー
ムは、内科医師、精神科医師、麻酔科医師、東洋医学医
師、看護師、薬剤師、管理栄養士、ソーシャルワーカー
などから構成されており、入院中患者さまを直接担当し
ている主治医チームと連携して活動しています。緩和ケ
アの対象となるのは、痛みだけではありません。私たちは、

患者さまの気持ちのつらさや、ご家族の事情などにも配
慮したケアができるよう心がけています。また、在宅緩
和ケアにも力を注いでおり、当院の在宅医療室のみなら
ず、近隣の20以上の在宅療養支援診療所とも連携してお
り、在宅療養への移行、あるいは、在宅療養中に容体が
悪化した場合の支援において多くの実績があります。外
来においては、毎週水曜日に緩和ケア相談外来を行って
います。どのように緩和ケアを受けたらよいのかなどの
相談に、医師と看護師が応じております。
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あ
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ま
し
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お
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で
と
う
ご
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ま
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今
年
は
辰
年
で
す
ね
。
私
は
辰
年
の

生
ま
れ
で
す
が
、
自
分
の
干
支
の
意
味

を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
辰
年
の「
辰
」

と
い
う
字
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。「
辰
」は

本
来「
し
ん（
振
・
震
の
意
）」と
読
み
、『
漢

書
律
歴
志
』で
は「
動
い
て
伸
び
る
」「
整

う
」と
い
う
意
味
で
、
草
木
が
盛
ん
に
成

長
し
形
が
整
っ
た
状
態
を
表
す
と
解
釈

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
十
二
支
の
意

味
を
そ
れ
ぞ
れ
調
べ
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い
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と
お
も
し

ろ
そ
う
で
す
ね
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し
ん
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よ
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た
紙
面
づ
く
り
に
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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福
元
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尿
病
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ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
し
た
』

▲11月14日（月）青く光る東京タワー

▲白金タワー外から中を見た様子

▲院内ディスプレイより

▲血糖測定・専門医師相談（白金タワー内にて）
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み
な
さ
ん
ご
存
知
で
す
か
？
11
月
14
日
は「
世
界
糖
尿

病
デ
ー
」に
指
定
さ
れ
、
世
界
各
地
で
糖
尿
病
の
予
防
、

治
療
、
療
養
を
喚
起
す
る
啓
発
活
動
が
毎
年
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
当
院
で
も『
糖
尿
病
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』と
題
し
、

事
前
に
院
内
広
報
活
動（
１
階
玄
関
付
近
に
パ
ネ
ル
の
展

示
や
糖
尿
病
に
関
す
る
ビ
デ
オ
を
放
映
）を
３
日
間
行
い
、

最
終
日
の
11
月
11
日
に
は
近
隣
の
皆
様
に
も
利
用
し
や
す

行

事

予

定

い
よ
う
、
白
金
高
輪
駅
付
近
に
あ
り
ま
す
白
金
タ
ワ
ー
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場
所
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変
え
、
血
圧
・
血
糖
測
定
及
び
糖
尿
病
専
門
医
に

よ
る
相
談
を
設
け
ま
し
た
。

　

当
日
は
雨
風
が
強
く
、
ま
た
気
温
も
低
い
こ
と
か
ら
利

用
者
数
は
伸
び
悩
み
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
44
名
の
方
の

ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

（
総
務
課
）

『外来の移設について』
　

新
年
１
月
10
日（
火
）よ
り

左
記
の
通
り
診
療
科
の
場
所

が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
移
設
に
伴

い
、
１
階
の
ト
イ
レ
を
多
目

的
ト
イ
レ
に
改
装
し
、
オ
ス

ト
メ
イ
ト
の
方
や
乳
児
の
お

む
つ
交
換
等
が
利
用
で
き
る

よ
う
に
い
た
し
ま
し
た
。
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■
２
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ら
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階
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・
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形
外
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外
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総
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